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Pgpool-IIの利用形態利用形態

● pgpool-IIはproxy型のシステム。フロントエンドとの利用形態シス構造テム。フロントエンドととPostgreSQLの利用形態間に挟まる形で利用されるに挟まる形で利用されるまる形で利用される形で利用される利用される形で利用される
● フロントエンドとからは普通の利用形態PostgreSQLに、PostgreSQLからは単なるフロントエンドに見えな機能る形で利用されるフロントエンドとに見ええ

る形で利用される
● 通信プロトコルプロトコルは、PostgreSQLで利用される使用されている形で利用される「フロントエンド・バックエンドプロトコル」フロントエンドと・バックエンドとプロトコル」

を前提にお話しますその利用形態まま使用
● クライアントを前提にお話します「フロントエンド・バックエンドプロトコル」フロントエンドと」(Frontend)Frontend))、サーバを前提にお話します「フロントエンド・バックエンドプロトコル」バックエンドと」(Frontend)Backend))と呼ぶぶ
● フロントエンドとはTCP/IP(Frontend)またはUNIXドとメインソケット)で利用されるバックエンドとに接続し、し、SQLな機能どの利用形態要求を投げを前提にお話します投げげ

て結果を受け取るを前提にお話します受け取るけ取る取るる形で利用される

フロントエンドと pgpool-II

TCP/IP
(Frontend)またはUNIX
ドとメインソケット)

フロントエンドと・
バックエンドとプロトコル

PostgreSQL

TCP/IP
(Frontend)またはUNIX
ドとメインソケット)

フロントエンドと・
バックエンドとプロトコル
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Pgpool-IIの利用形態主な機能な機能機能

性能向上
コネクションプーリング
検索負荷分散
クエリキャッシュ

高可用性

自動フェイルオーバフェイルオーバ
フェイルオーバス構造クリプト
フォローマス構造タス構造クリプト
watchd)og

クラス構造タ管理
オンラインリカバリ

クラス構造タとアプリケー
ションの利用形態親和性

クエリの利用形態自動フェイルオーバ振り分けり分け分け取る
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PostgreSQLの利用形態通信プロトコルプロトコル

● PostgreSQLの利用形態通信プロトコルプロトコルは過去1回大きく変更されてきく変更されて変更されてされて
お話しますり分け、PostgreSQL 7.3まで利用されるの利用形態プロトコルを前提にお話します「フロントエンド・バックエンドプロトコル」バージョン
2(Frontend)Version 2:V2)」、PostgreSQL 7.4以降を「バージョンを前提にお話します「フロントエンド・バックエンドプロトコル」バージョン
3(Frontend)Version 3:V3)」と呼ぶぶ

● 本講義は、で利用されるは、V3の利用形態みを前提にお話します扱うう
● V2を前提にお話します使うの利用形態かV3を前提にお話します使うの利用形態かはフロントエンドとが決める決めるめる形で利用される
● V2は今でも古いで利用されるも古い古いいODBCドとライバな機能どで利用される使われている形で利用される
● PostgreSQLの利用形態バックエンドとはV2を前提にお話します処理で利用されるきる形で利用されるようにな機能っている形で利用される
● V3プロコルトは更されてに「フロントエンド・バックエンドプロトコル」単なるフロントエンドに見え純問い合わせ」い合わせ」わせ」(Frontend)simple query 

protocol)と「フロントエンド・バックエンドプロトコル」拡張問い合わせ」い合わせ」わせ」(Frontend)extend)ed) query protocol)の利用形態2
系統に別れる。拡張問い合わせはに別れる。拡張問い合わせはれる形で利用される。拡張問い合わせ」い合わせ」わせはJavaな機能どで利用される使われる形で利用される。
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Pgpool-IIの利用形態プロセス構造構造

pgpool-II parent
process

watchd)og

Lifecheck

heartbeat send)er

heartbeat receiver

pgpool-II
child)

pgpool-II
child)

pgpool-II
child)

health check process

pcp
process watchd)og

worker
process

child) process
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Pgpool-IIの利用形態ソース構造ツリー

● トップレベルにはconfigureな機能どが決めるあり分け、autoconf
で利用されるビルドとシス構造テムを前提にお話します作っているので、以下のファイルっている形で利用されるの利用形態で利用される、以下のファイルの利用形態ファイル
を前提にお話します編集することする形で利用されること
● configure.ac (Frontend)version番号がこの中で指定されていが決めるこの利用形態中で指定されていで利用される指定されていされてい

る形で利用される)
● Makefile.am

● ソース構造コードとはsrc以下のファイルにある形で利用される
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src以下のファイルの利用形態ソース構造ツリー
ディレクトリ名 説明

auth  認証
config 設定されていファイル
context コンテキス構造ト
includ)e
libs
main メインプロセス構造
parser
pcp_con
protocol プロトコル処理
query_cache クエリキャッシュ
red)hat
rewrite
sample 設定されていファイルサンプルな機能ど
sql ユーザ定義関数定されてい義は、関数
streaming_replication
test テス構造トス構造ィート
tools
utils 各種ユーティリティルーチンユーティリティルーチン
utils/mmgr メモリーマネージャ
utils/error エラー処理
watchd)og watchd)og

includ)eファイル
pcpライブラリ

SQLパーサ
pcpプロセス構造

RPM関係
SQL書き換え処理き換え処理え処理

ス構造トリーミングレプリケーション用workerプロセス構造

pcpコマンドとツール
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Pgpool-IIの利用形態処理概要

● Pgpool-IIで利用されるは、親プロセス構造はlisten(Frontend))を前提にお話します
発行した状態で子プロセスをした状態で利用される子プロセスをプロセス構造を前提にお話しますfork(Frontend))する形で利用される

● 子プロセスをプロセス構造は、それぞれ個別れる。拡張問い合わせはにaccept(Frontend))
を前提にお話します発行した状態で子プロセスをし、フロントエンドとからの利用形態接続し、要求を投げ
が決めるある形で利用されると、OSが決めるどれか一つのつの利用形態pgpool-II
子プロセスをプロセス構造を前提にお話します選択して処理を渡すして処理を前提にお話します渡すす

● その利用形態子プロセスをプロセス構造は、フロントエンドととの利用形態接
続し、処理を前提にお話します認証を前提にお話します含めて行い、成功したらめて行した状態で子プロセスをい、成功したらしたら
すべての利用形態バックエンドとと接続し、を前提にお話します行した状態で子プロセスをった後
に、フロントエンドとからの利用形態クエリを前提にお話します受け取るつけ取る
てバックエンドとに渡すす無限ループに入るループに入るる形で利用される

● フロントエンドととの利用形態接続し、が決める切れるか、終れる形で利用されるか、終
了メッセージを受け取ると無限ループをメッセージを前提にお話します受け取るけ取る取るる形で利用されると無限ループに入るループを前提にお話します
抜けて再びけ取るて再びびaccept(Frontend))待ちに入るちに入るる形で利用される

pgpool-II child)

accept(Frontend))待ちに入るち

フロントエンドととの利用形態
接続し、処理

バックエンドととの利用形態
接続し、処理

該当コネクションコネクション
プールあり分け？

クエリ処理ループ

Yes

No
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コネクションプーリングの利用形態意義は、

● PostgreSQLは接続し、に時間に挟まる形で利用される
が決めるかかる形で利用される

● DBに接続し、しっぱな機能しにして
接続し、時間に挟まる形で利用されるを前提にお話します節約

● コネクションプーリングの利用形態有
効時間に挟まる形で利用されるを前提にお話します設定されていする形で利用されることも古い可
能

● Javaな機能どの利用形態環境では自前で利用されるは自前
の利用形態コネクションプーリングを前提にお話します
持っていることがあり、そのっている形で利用されることが決めるあり分け、その利用形態
場合わせ」は効果を受け取るはな機能い Pgpool-II経由 PostgreSQL直接

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

TPS

測定されてい条件: PostgreSQL 10.5+Pgpool-II 4.1 beta1
pgbench -S -C -c 1 -T 30
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コネクションプーリングの利用形態仕組みみ

DB=”a” USER=”b” DB nod)e 0

DB nod)e 1

DB=”a” USER=”c”

DB=”b” USER=”d)”

DB=”x” USER=”y”

Pgpool-II子プロセスをプロセス構造内の利用形態
コネクションキャッシュ

max_pool

max_poolを前提にお話します使い切れるか、終る形で利用されると一つの番古いいコネクションが決める
開放され、そのスロットが再利用されるされ、その利用形態ス構造ロットが決める再び利用される形で利用される
(Frontend)LRU管理)
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フェイルオーバ処理

● ヘルス構造チェック、ある形で利用されるいはバックエンドととの利用形態接続し、や処理中処理中で指定されてい
にエラーが決める発生すると、バックエンドは切り離され、残ったする形で利用されると、バックエンドとは切れるか、終り分け離され、残ったされ、残ったった
バックエンドとで利用される処理を前提にお話します継続し、する形で利用される。これを前提にお話します「フロントエンド・バックエンドプロトコル」フェイルオーバ」
(Frontend)failover)という
● 「フロントエンド・バックエンドプロトコル」縮退」(Frontend)d)egeneration)という言葉を使う場合もあるが、意味を前提にお話します使う場合わせ」も古いある形で利用されるが決める、意味

は同じじ
● 手動フェイルオーバで利用されるフェイルオーバを前提にお話します引き起こすことも可能で、これをき起こすことも可能で、これをこすことも古い可能で利用される、これを前提にお話します

「フロントエンド・バックエンドプロトコル」ス構造イッチオーバ」(Frontend)switch over)という
● pcp_d)etach_nod)eを前提にお話します利用
● この利用形態場合わせ」、バックエンドとが決める実際に停止しているかどうかにはに停止しているかどうかにはしている形で利用されるかどうかには

pgpool-IIは関知しないしな機能い
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フェイルオーバ処理の利用形態概要

● フェイルオーバの利用形態引き起こすことも可能で、これをき金はいくつかあるはいく変更されてつかある形で利用される
● ヘルス構造チェック
● バックエンドとからシャットダウン通知しない
● バックエンドととの利用形態通信プロトコルで利用されるエラー
● バックエンドととの利用形態接続し、確立時にエラー

● いずれの利用形態場合わせ」も古い、同じじルートで利用されるファイルオーバ処理が決める動フェイルオーバく変更されて（次頁ス次頁スス構造
ライドと参照）

● フェイルオーバ処理は主な機能にpgpoolメインで利用される行した状態で子プロセスをわれる形で利用される
● pgpool子プロセスをプロセス構造の利用形態再び起こすことも可能で、これを動フェイルオーバ
● 共有メモリ上の利用形態ス構造テータス構造の利用形態変更されて
● フェイルオーバス構造クリプトや処理中フォローマス構造ターコマンドとの利用形態起こすことも可能で、これを動フェイルオーバ
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フェイルオーバ発生すると、バックエンドは切り離され、残ったの利用形態契機と
通知しないの利用形態流れれ

バックエンドととの利用形態通信プロトコル
(Frontend)pool_read)な機能ど)で利用されるエラー

発生すると、バックエンドは切り離され、残った

バックエンドととの利用形態接続し、確立
(Frontend)new_connection)で利用される

エラー発生すると、バックエンドは切り離され、残った

notice_backend)_error

d)egenerate_backend)_set
バックエンドとからシャットダウン

通知しない

d)egenerate_backend)_set_ex

register_nod)e_operation_
request

共有メモリの利用形態リクエス構造ト
待ちに入るち行した状態で子プロセスを列

failover
(Frontend)pgpool 親プロセス構造)

実際に停止しているかどうかにはの利用形態フェイルオーバ
処理

待ちに入るち行した状態で子プロセスを列への利用形態書き換え処理き込みみ 待ちに入るち行した状態で子プロセスを列へからの利用形態読み出しみ出しし

シグナル送信プロトコル
(Frontend)ヘルス構造チェックの利用形態
場合わせ」はヘルス構造チェック
も古い同じじpgpool親
プロセス構造で利用される実行した状態で子プロセスを
される形で利用されるの利用形態で利用される、シグナルは
使わず直接関数呼ぶび出しし)

ヘルス構造チェックで利用される
エラー検知しない
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フェイルオーバ処理の利用形態詳細

● src/main/pgpool_main.c:failover(Frontend))に処理が決める記述されているされている形で利用される
● 処理の利用形態流れれ

● すで利用されるにフェイルオーバ処理中で指定されていな機能ら何もせずに終了も古いせずに終了メッセージを受け取ると無限ループを
● 共有メモリの利用形態リクエス構造トキューを前提にお話します読み出しみ出しす
● すで利用されるにダウンス構造テータス構造の利用形態ノードとで利用されるな機能け取るれば、ダウンス構造テータス構造を前提にお話しますセット
● 新しいマスタノードを選定しいマス構造タノードとを前提にお話します選定されてい

– マス構造タノードととは、ダウンしていな機能いノードとの利用形態うち、物理的にノード番号が一番小さなものにノードと番号がこの中で指定されていが決める一つの番小さなものさな機能も古いの利用形態
● ノードとダウンの利用形態状況によって処理を切り分けるによって処理を前提にお話します切れるか、終り分け分け取るる形で利用される

– ス構造トリーミングレプリケーションモードとの利用形態場合わせ」
● pgpool-II 3.6以降を「バージョンで利用されるは、ノードとダウンリクエス構造トの利用形態詳細が決める “switch over” で利用されるあり分け、ダウンしたノードとが決めるス構造タンバイノードとの利用形態場合わせ」は、ロードとバランス構造ノードとと

して、ダウンしたス構造タンバイノードとを前提にお話します使っている形で利用されるpgpool子プロセスをプロセス構造の利用形態み再び起こすことも可能で、これを動フェイルオーバする形で利用される（次頁ス実際に停止しているかどうかにはには、ヘルス構造チェックで利用されるタイムアウトしたとき以外は、すべて は、すべて 
“swicth over” 扱ういとな機能る形で利用される）。再び起こすことも可能で、これを動フェイルオーバされな機能い子プロセスをプロセス構造は、現在のセッションが終了すると、自分で再起動するの利用形態セッションが決める終了メッセージを受け取ると無限ループをする形で利用されると、自分で利用される再び起こすことも可能で、これを動フェイルオーバする形で利用される

– それ以外は、すべて の利用形態場合わせ」は、全pgpool子プロセスをプロセス構造を前提にお話します再び起こすことも可能で、これを動フェイルオーバする形で利用される
● （次頁スあれば）failover_command)を前提にお話します起こすことも可能で、これを動フェイルオーバする形で利用される

– 引き起こすことも可能で、これを数は、ダウンしたノードとID、failover_command)、旧マスターノード、新マスターノード、旧プライマリノードマス構造ターノードと、新しいマスタノードを選定マス構造ターノードと、旧マスターノード、新マスターノード、旧プライマリノードプライマリノードと
– ダウンしたノードとが決める複数あれば、failover_command)は各ノードとに対して起動されるして起こすことも可能で、これを動フェイルオーバされる形で利用される

● プライマリノードとが決めるダウンした場合わせ」は、（次頁スあれば）follow_master_command)を前提にお話します起こすことも可能で、これを動フェイルオーバする形で利用される
– follow_master_command)は、ダウンしていな機能いすべての利用形態ス構造タンバイノードとに対して起動されるして起こすことも可能で、これを動フェイルオーバされる形で利用される

● 必要な機能らばPCPプロセス構造を前提にお話します再び起こすことも可能で、これを動フェイルオーバする形で利用される
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フェイルオーバコマンドとの利用形態実行した状態で子プロセスを

● フェイルオーバが決める発生すると、バックエンドは切り離され、残ったした場合わせ」、pgpool.conf
の利用形態 “failover_command)” が決める設定されていされていれ
ば、その利用形態コマンドとが決める実行した状態で子プロセスをされる形で利用される
● 主な機能な機能役割は、プライマリノードが落ちた時に新しいは、プライマリノードとが決める落ちた時に新しいちた時に新しいマスタノードを選定しい

プライマリを前提にお話します決めるめてス構造タンバイからの利用形態昇格処理を前提にお話します
行した状態で子プロセスをうこと

● その利用形態他、フェイルオーバの利用形態発生すると、バックエンドは切り離され、残ったを前提にお話しますメールで利用される知しないらせる形で利用される
な機能ども古い可能

● 起こすことも可能で、これを動フェイルオーバは、pgpool-IIの利用形態親プロセス構造が決める行した状態で子プロセスをう
● よって、フェイルオーバコマンドとの利用形態実行した状態で子プロセスを権限ループに入るは

pgpool-IIプロセス構造と同じじ
● 「フロントエンド・バックエンドプロトコル」新しいマスタノードを選定しいプライマリノードと番号がこの中で指定されてい」の利用形態情報セミナーは渡すって

こな機能いの利用形態で利用される注意！
● 新しいマスタノードを選定しいプライマリノードとを前提にお話します選ぶの利用形態は、フェイルオー

バコマンドとの利用形態役割は、プライマリノードが落ちた時に新しい
● 例：新しいマスタノードを選定しいマス構造タノードとを前提にお話します新しいマスタノードを選定しいプライマリノードとと

する形で利用される

● フェイルオーバコマンドとに渡すされる形で利用される引き起こすことも可能で、これを
数
● %p: ダウンしたノードとの利用形態ポート番号がこの中で指定されてい
● %D: ダウンしたノードとの利用形態データベース構造ク

ラス構造タへの利用形態パス構造
● %d): ダウンしたノードとの利用形態ノードと番号がこの中で指定されてい
● %h: ダウンしたノードとの利用形態ホス構造ト名
● %H: 新しいマスタノードを選定しいマス構造タノードとホス構造ト名
● %m: 新しいマスタノードを選定しいマス構造タノードと番号がこの中で指定されてい
● %r: 新しいマスタノードを選定しいマス構造タノードとの利用形態ポート番号がこの中で指定されてい
● %R: 新しいマスタノードを選定しいマス構造タノードとの利用形態データベース構造

クラス構造タへの利用形態パス構造
● %M: 古いいマス構造タノードと番号がこの中で指定されてい
● %P: 古いいプライマリノードと番号がこの中で指定されてい
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フェイルオーバコマンドとの利用形態例

#!/bin/sh
# Execute command by fail over.
# special values:  %d = node id
#                  %h = host name
#                  %p = port number
#                  %D = database cluster path
#                  %m = new master node id
#                  %M = old master node id
#                  %H = new master node host name
#                  %P = old primary node id
#                  %% = '%' character
failed_node_id=$1
failed_host_name=$2
failed_port=$3
failed_db_cluster=$4
new_master_id=$5
old_master_id=$6
new_master_host_name=$7
old_primary_node_id=$8
trigger=/var/log/pgpool/trigger/trigger_file1

if [ $failed_node_id = $old_primary_node_id ];then# primay failed
    ssh -T postgres@$new_master_host_name touch $trigger # let standby take over
fi
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ヘルス構造チェック

● ヘルス構造チェックプロセス構造の利用形態中で指定されていで利用される実施されるされる形で利用されるDBの利用形態監視処
理

● すべての利用形態バックエンドとに対して起動されるして、ス構造タートアップパケットを前提にお話します
送信プロトコルし、応答が返ってきたことをもって正常と判断するが決める返ってきたことをもって正常と判断するってきたことを前提にお話しますも古いって正常と判断すると判断するする形で利用される

● それ以外は、すべて は異常と判断すると見えな機能す
● したが決めるって、バックエンドとが決めるダウンした時だけ取るで利用されるな機能く変更されて、ネット
ワークに異常と判断するが決めるある形で利用される場合わせ」にも古い異常と判断すると見えな機能される形で利用される

● ネットワークに一つの時的にノード番号が一番小さなものな機能エラーが決める発生すると、バックエンドは切り離され、残ったする形で利用される可能性が決めるある形で利用される
場合わせ」は、ヘルス構造チェックの利用形態リトライを前提にお話します設定されていする形で利用されるの利用形態が決める効果を受け取る的にノード番号が一番小さなもの
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ヘルス構造チェック処理と関係パラメータ
health_check_period)

nod)e d)own?

DB nod)eに接続し、

ス構造タートアップパケット送信プロトコル
認証

health_check_period)
sleep

health_check_retry_d)elay 秒
sleep

health_check_max_retries
over?

エラー
health_check_timeout秒経過
connect_timeoutミリ秒経過

エラー
health_check_timeout秒経過

0以外は、すべて 

yes

no

フェイルオーバリクエス構造ト

yes

no

ヘルス構造チェックな機能し
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検索負荷分散

● 検索処理(Frontend)read) query)を前提にお話します複数の利用形態バックエンドとに分散する形で利用されることにより分け、シ
ス構造テム全体として性能向上を図ることができる。これを「検索負荷分として性能向上を前提にお話します図ることができる。これを「検索負荷分る形で利用されることが決めるで利用されるきる形で利用される。これを前提にお話します「フロントエンド・バックエンドプロトコル」検索負荷分
散」ある形で利用されるいは単なるフロントエンドに見えに「フロントエンド・バックエンドプロトコル」負荷分散」と呼ぶぶ(Frontend)load) balance, load) balancing)

● ス構造トリーミングレプリケーションモードとで利用されるは、この利用形態他プライマリサーバに
read) queryを前提にお話します投げげずに更されて新しいマスタノードを選定処理に専念させることで、性能向上を狙うさせる形で利用されることで利用される、性能向上を前提にお話します狙うう
戦略もあるも古いある形で利用される

● フロントエンドとが決めるPgpool-IIに接続し、した際に停止しているかどうかにはに、負荷分散用の利用形態DBノードと
（次頁スロードとバランス構造ノードと）が決める選択して処理を渡すされ、その利用形態セッションが決める終了メッセージを受け取ると無限ループをする形で利用されるまで利用される変
化しないしな機能い

● ス構造トリーミングレプリケーションモードとで利用されるは、必ずプライマリサーバにクエ
リを前提にお話します接続し、し、その利用形態他にロードとバランス構造ノードとに検索クエリを前提にお話します送信プロトコルする形で利用される。プ
ライマリサーバが決めるロードとバランス構造ノードとに選択して処理を渡すされる形で利用されることも古いあり分け、その利用形態場
合わせ」はプライマリサーバの利用形態みにクエリが決める送信プロトコルされる形で利用されることにな機能る形で利用される
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負荷分散に関係する形で利用される設定されてい項目(Frontend)1)

● load)_balance_mod)e
● offの利用形態場合わせ」は負荷分散は無効

– ス構造トリーミングレプリケーションモードとの利用形態場合わせ」は、プライマリノードとにの利用形態みクエリを前提にお話します送る形で利用される
– それ以外は、すべて の利用形態場合わせ」は、マス構造ターノードとに送る形で利用される

● backend)_weightN (Frontend)Nは0,1,2...)
● 各ＤＢノードの負荷分散の重みノードとの利用形態負荷分散の利用形態重みみ
● 0にする形で利用されると、ロードとバランス構造ノードとにその利用形態ノードとが決める選ばれな機能い
● 0以外は、すべて の利用形態場合わせ」は、他の利用形態backend)_weightとの利用形態相対して起動される比較になるにな機能る形で利用される

● d)atabase_red)irect_preference_list
● ス構造トリーミングレプリケーションモードとで利用されるの利用形態み有効
● 「フロントエンド・バックエンドプロトコル」データベース構造名:ＤＢノードの負荷分散の重みノードと番号がこの中で指定されてい」で利用される、その利用形態データベース構造に接続し、したら、指定されていＤＢノードの負荷分散の重みノードと番号がこの中で指定されていに検索クエリを前提にお話します投げげる形で利用される。カンマ区切れるか、終り分けで利用される
複数項目指定されてい可能。データベース構造名には正規表現を前提にお話します利用で利用されるきる形で利用される。

● ＤＢノードの負荷分散の重みノードと番号がこの中で指定されていとして、 “primary”を前提にお話します指定されていする形で利用されると、プライマリノードとにクエリを前提にお話します投げげる形で利用される
● DBノードと番号がこの中で指定されていとして、 “stand)by”を前提にお話します指定されていする形で利用されると、ス構造タンバイノードとの利用形態中で指定されていから、与えられたえられたbackend)_weightに基づいて負荷分散づいて負荷分散
ノードとを前提にお話します選ぶ
– ス構造タンバイノードとが決めるひとつも古いな機能い場合わせ」は、プライマリノードとを前提にお話します選択して処理を渡すする形で利用される

● app_name_red)irect_preference_list
● データベース構造名の利用形態代わりにアプリケーション名を使う以外は、わり分けにアプリケーション名を前提にお話します使う以外は、すべて は、d)atabase_red)irect_preference_listと同じじ
● d)atabase_red)irect_preference_listより分けも古いこちらが決める優先
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負荷分散に関係する形で利用される設定されてい項目(Frontend)2)

● white_function_listとblack_function_list
● white_function_list

– DBへの利用形態書き換え処理き込みみを前提にお話します行した状態で子プロセスをわな機能い関数名を前提にお話します列挙する。この関数を使っているする形で利用される。この利用形態関数を前提にお話します使っている形で利用されるSELECTは負荷分散の利用形態対して起動される象となるとな機能る形で利用される
● black_function_list

– DBへの利用形態書き換え処理き込みみを前提にお話します行した状態で子プロセスをな機能う関数名を前提にお話します列挙する。この関数を使っているする形で利用される。この利用形態関数を前提にお話します使っている形で利用されるSELECTは負荷分散の利用形態対して起動される象となるとな機能らな機能い
● white_function_listとblack_function_listは、どちらか一つの方のみ指定できるの利用形態み指定されていで利用されるきる形で利用される
● white_function_listも古いblack_function_listも古いどちらも古い指定されていされていな機能い場合わせ」は、関数を前提にお話します使っている形で利用されるSELECTは負

荷分散の利用形態対して起動される象となるとな機能る形で利用される
● ignore_lead)ing_white_space

● 負荷分散の利用形態対して起動される象となるとな機能る形で利用されるかどうかはクエリが決める “SELECT”で利用される始まっているかどうかで判断するまっている形で利用されるかどうかで利用される判断するする形で利用される(Frontend)実際に停止しているかどうかにはにはWITHな機能ども古い
検索クエリと見えな機能される形で利用される。詳細はソース構造コードとを前提にお話します参照)。よって、行した状態で子プロセスを頭にスペースがあると、にス構造ペース構造が決めるある形で利用されると、SELECTと見えな機能されな機能い。
この利用形態設定されていを前提にお話します有効にする形で利用されると、行した状態で子プロセスを頭にスペースがあると、の利用形態ス構造ペース構造が決める無視される形で利用されるの利用形態で利用される、行した状態で子プロセスを頭にスペースがあると、にス構造ペース構造を前提にお話します含めて行い、成功したらむSELECTも古い負荷分散の利用形態対して起動される象となる
とな機能る形で利用される

● allow_sql_comments
● 同じ様の理由で、行頭にの利用形態理由で利用される、行した状態で子プロセスを頭にスペースがあると、にSQLコメントを前提にお話します含めて行い、成功したらむSELECTを前提にお話します負荷分散の利用形態対して起動される象となるとしたい場合わせ」は、有効にする形で利用される

● sr_check_period), d)elay_threshold)
● sr_check_period)が決める0より分け大きく変更されてきく変更されて、ス構造トリーミングレプリケーションの利用形態遅延がこの設定以上になると、そのＤＢノードにが決めるこの利用形態設定されてい以上にな機能る形で利用されると、その利用形態ＤＢノードの負荷分散の重みノードとに

は検索クエリが決める投げげられな機能く変更されてな機能る形で利用される。代わりにアプリケーション名を使う以外は、わり分けに、プライマリノードとにクエリが決める投げげられる形で利用される
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負荷分散に関係する形で利用される設定されてい項目(Frontend)3)

● black_query_pattern_list
● 指定されていされたクエリパターンが決める現れたら、プライマリにクエリを前提にお話します向け取る

る形で利用される。Pgpool-II 4.0以降を「バージョンの利用形態機能
● パターンは、正規表現も古い可能

– black_query_pattern_list = 'SELECT \* FROM 
table_name1\;;SELECT col1, col2 FROM table_name2 WHERE 
col1 LIKE \\'%a%\\'\;;.*table_name3.*'

● 以下のファイル3つの利用形態パターンを前提にお話します書き換え処理いている形で利用される
● SELECT \* FROM table_name1\;
● SELECT col1, col2 FROM table_name2 WHERE col1 LIKE \\'%a%\\'\;
● .*table_name3.*'

● 特定されていの利用形態テーブルを前提にお話します使うSELECTの利用形態みプライマリに向け取るたい場合わせ」な機能
どに有効
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負荷分散に関係する形で利用される設定されてい項目(Frontend)4)

● d)isable_load)_balance_on_write
● 明示的にノード番号が一番小さなものな機能トランザ定義関数クション中で指定されていで利用される、writeクエリが決める発行した状態で子プロセスをされた時の利用形態振り分ける形で利用される舞いをいを前提にお話します

定されてい義は、。Pgpool-II 4.0以降を「バージョンの利用形態機能
● transaction

– 明示的にノード番号が一番小さなものな機能トランザ定義関数クションの利用形態中で指定されていで利用されるwriteクエリが決める発行した状態で子プロセスをされたら、以後、この利用形態トランザ定義関数ク
ションが決める終了メッセージを受け取ると無限ループをする形で利用されるまで利用されるread)クエリも古いすべてプライマリに向け取るる形で利用される（次頁スデフォルト）

● trans_transaction
– 明示的にノード番号が一番小さなものな機能トランザ定義関数クションの利用形態中で指定されていで利用されるwriteクエリが決める発行した状態で子プロセスをされたら、以後、この利用形態トランザ定義関数ク

ションが決める終了メッセージを受け取ると無限ループをする形で利用されるまで利用されるread)クエリも古いすべてプライマリに向け取るる形で利用される。次に開始まっているかどうかで判断するした明示
的にノード番号が一番小さなものな機能トランザ定義関数クションで利用されるも古いその利用形態効果を受け取るが決める継続し、する形で利用される。明示的にノード番号が一番小さなもので利用されるはな機能いトランザ定義関数クションで利用される
はその利用形態効果を受け取るは表われな機能い。

● always
– その利用形態セッションの利用形態中で指定されていで利用されるwriteクエリが決める発行した状態で子プロセスをされたら、以後、この利用形態セッションが決める終了メッセージを受け取ると無限ループをする形で利用される

まで利用されるread)クエリも古いすべてプライマリに向け取るる形で利用される。
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SQL構文解析による負荷分散の判定による形で利用される負荷分散の利用形態判定されてい
(Frontend)ス構造トリーミングレプリケーションモードとの利用形態み)

● ソース構造は、send)_to_where (Frontend)context/pool_query_context.c)
● パース構造ツリーの利用形態ノードとタイプに対して起動される応したenumデータの利用形態配列を前提にお話します持っていることがあり、そのっている形で利用される(Frontend)SelectStmtな機能ど)。それを前提にお話しますバイナリ

サーチして対して起動される応する形で利用されるノードとを前提にお話します見えつけ取るる形で利用される
● 見えつからな機能い場合わせ」は一つの律プライマリノードに送る。プライマリノードとに送る形で利用される。SQLパーサが決める知しないらな機能いＳＱＬ文を入力された場合に該当す文を前提にお話します入る力された場合に該当すされた場合わせ」に該当コネクションす

る形で利用される（次頁ス可能性としては、上記データを前提にお話します更されて新しいマスタノードを選定していな機能い場合わせ」も古いある形で利用される)
● SELECTの利用形態場合わせ」

● SELECT INTO, SELECT FOR UPDATE, SELECT FOR SHAREはプライマリノードと
● WITH句を使っていて、を前提にお話します使っていて、WITH句を使っていて、にSELECT以外は、すべて が決める含めて行い、成功したらまれている形で利用される場合わせ」はプライマリノードと
● それ以外は、すべて はどこにで利用されるも古い送れる形で利用される(Frontend)負荷分散可能)

● COPY FROMは負荷分散可能
● LOCK文

● ロックの利用形態強さがさが決めるRowExclusive以上の利用形態場合わせ」はプライマリ、それ以外は、すべて はすべての利用形態ノードと（次頁スプライマリと負荷分散ノードと)
● トランザ定義関数クション文(Frontend)BEGINな機能ど)

● 2相コミットはプライマリ、それ以外は、すべて はすべての利用形態ノードと
● ただし、BEGIN READ WRITEは、ただの利用形態BEGINにしてス構造タンバイに送る形で利用される

● トランザ定義関数クション文(Frontend)ENDな機能ど)
● すべての利用形態ノードとに送る形で利用される
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SQL構文解析による負荷分散の判定による形で利用される負荷分散の利用形態判定されてい
(Frontend)ス構造トリーミングレプリケーションモードとの利用形態み)続し、き

● SET transaction_read)_only
● TO OFFな機能らプライマリ、それ以外は、すべて はすべての利用形態ノードと

● 以下のファイルの利用形態SET文はすべてプライマリ
● SET TRANSACTION ISOLATION LEVEL SERIALIZABLE or SET SESSION CHARACTERISTICS AS 

TRANSACTION ISOLATION LEVEL SERIALIZABLE 
● SET transaction_isolation TO 'serializable'
● SET d)efault_transaction_isolation TO 'serializable'

● SET TRANSACTION
● “READ WRITE”はプライマリ、それ以外は、すべて はすべての利用形態ノードと

● SET SESSION CHARACTERISTIC
● “READ WRITE”はプライマリ、それ以外は、すべて はすべての利用形態ノードと

● DISCARD
● すべての利用形態ノードと

● PREPARE
● 再び帰的にノード番号が一番小さなものに目的にノード番号が一番小さなものの利用形態SQLを前提にお話します解析による負荷分散の判定

● EXECUTE, DEALLOCATE
● ここで利用されるはとり分けあえずプライマリとする形で利用されるが決める、PREPAREと同じじ送信プロトコル先を前提にお話しますあとで利用される選択して処理を渡す
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ロードとバランス構造ノードとの利用形態決める定されてい

● ロードとバランス構造ノードととは？
● フロントエンドとが決めるpgpool-IIに接続し、した時に割は、プライマリノードが落ちた時に新しいり分け当コネクションてられる形で利用されるDBノードと番号がこの中で指定されていで利用される、負荷分散で利用されるき

る形で利用されるクエリが決める投げげられる形で利用される先
● セッションが決める終了メッセージを受け取ると無限ループをする形で利用されるまで利用されるは、その利用形態ロードとバランス構造ノードとが決める維持っていることがあり、そのされる形で利用される

● ロードとバランス構造ノードとの利用形態決める定されてい方のみ指定できる法
● d)b_red)irect_preference_list により分けロードとバランス構造ノードとを前提にお話します仮決めるめする形で利用される
● app_red)irect_preference_list により分けロードとバランス構造ノードとを前提にお話します仮決めるめする形で利用される
● 「フロントエンド・バックエンドプロトコル」ス構造タンバイノードとの利用形態うちの利用形態どれで利用されるも古い良い」場合以外はここまでで決まったノードをロードバい」場合わせ」以外は、すべて はここまで利用されるで利用される決めるまったノードとを前提にお話しますロードとバ

ランス構造ノードととする形で利用される。
● 乱数を前提にお話します生すると、バックエンドは切り離され、残った成してどの利用形態ノードとを前提にお話しますロードとバランス構造ノードとにする形で利用されるか決めるめる形で利用される。backend)_weightが決める均
等でない場合は、その重み付けが反映されるで利用されるな機能い場合わせ」は、その利用形態重みみ付けが反映されるけ取るが決める反映されるされる形で利用される

● Streaming replication mod)eで利用されるは、primaryノードとが決めるロードとバランス構造ノードとを前提にお話します兼用する形で利用される場
合わせ」も古いある形で利用される。特に stand)by が決める1台しかない構成では、しかな機能い構成で利用されるは、1/2の利用形態確率でそうした状況になるで利用されるそうした状況によって処理を切り分けるにな機能る形で利用される
(Frontend)backend)_weightが決める等でない場合は、その重み付けが反映されるしく変更されて、かつ d)b_red)irect_preference や処理中 
app_red)irect_preference が決める設定されていされていな機能い場合わせ」)
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オンラインリカバリ

● オンラインリカバリとは、Pgpool-IIを前提にお話します停止しているかどうかにはする形で利用されることな機能
く変更されてＤＢノードの負荷分散の重みノードとを前提にお話します他の利用形態ノードとと同じ期させ、運用に供するさせ、運用に供するする形で利用される
操作っているので、以下のファイルの利用形態こと

● ここで利用されるは、ス構造トリーミングレプリケーションモードとを前提にお話します前
提にお話しますに説明する形で利用される

● recovery_1st_stage_command)
● primaryからターゲットノードとにbase backupする形で利用されるユー

ザ定義関数定されてい義は、の利用形態ス構造クリプト
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recovery_1st_stage_command)の利用形態例
#/bin/sh
#
master_node_host_name=`hostname`
master_db_cluster=$1
recovery_node_host_name=$2
recovery_db_cluster=$3
PORT=$4
tmp=/tmp/mytemp$$
trap "rm -f $tmp" 0 1 2 3 15

psql -p $PORT -c "SELECT pg_start_backup('Streaming Replication', true)" postgres

rsync -C -a -c --delete --exclude postgresql.conf --exclude postmaster.pid \
--exclude postmaster.opts --exclude pg_log \
--exclude recovery.conf --exclude recovery.done \
--exclude pg_xlog \
$master_db_cluster/ $recovery_node_host_name:$recovery_db_cluster

ssh -T $recovery_node_host_name mkdir $recovery_db_cluster/pg_xlog
ssh -T $recovery_node_host_name chmod 700 $recovery_db_cluster/pg_xlog
ssh -T $recovery_node_host_name rm -f $recovery_db_cluster/recovery.done

cat > $tmp <<EOF
standby_mode          = 'on'
primary_conninfo      = 'host=$master_node_host_name port=$PORT user=postgres'
trigger_file = '/var/log/pgpool/trigger/trigger_file1'
EOF

scp $tmp $recovery_node_host_name:$recovery_db_cluster/recovery.conf

psql -p $PORT -c "SELECT pg_stop_backup()" postgres
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pcp_recovery_nod)e

pcp process

pcp worker process

PostgreSQL
primary nod)e

execute recovery_1st_stage command)
SELECT pgpool_recovery

start postmaster at target nod)e
SELECT exec_remod)e_start

pcp worker process

check if postmaster
at the target nod)e

started)

send) fail back request of the
target nod)e

Pgpool-II
main

fail back the
target nod)e

fail back
completed)

wait for fail back completed)
(Frontend)timeout: 5 second)s)

Done

connect to the
primary nod)e

libpq

Online recovery
process
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次回の利用形態話します題

● 認証
● クエリキャッシュ
● watchd)og
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主な機能な機能URL

● Pgpool-IIオフィシャルサイト
● 日米サイトありサイトあり分け
● http://www.pgpool.net

● GitHubミラー
● https://github.com/pgpool/pgpool2

http://www.pgpool.net/


34 Copyright(c) Pgpool-II Global Development Group


	ページ 1
	ページ 2
	ページ 3
	ページ 4
	ページ 5
	ページ 6
	ページ 7
	ページ 8
	ページ 9
	ページ 10
	ページ 11
	ページ 12
	ページ 13
	ページ 14
	ページ 15
	ページ 16
	ページ 17
	ページ 18
	ページ 19
	ページ 20
	ページ 21
	ページ 22
	ページ 23
	ページ 24
	ページ 25
	ページ 26
	ページ 27
	ページ 28
	ページ 29
	ページ 30
	ページ 31
	ページ 32
	ページ 33
	ページ 34

